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包括的治療において可及的に歯の保存を試みた１症例 
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■ 抄録 

適切な補綴設計と、インプラントによる欠損補綴により、長期の良好な予後が可能となる。 

一方で、エムドゲインに代表される再生療法の登場で、以前ならば抜歯の適応だと考えられてい

た歯の保存も可能となってきた。 

臨床においては、患者は経済的また外科処置に対する心理的、身体的な負担、術者側では自身の

技術的、予後の予見の不確実さからの不安から「手を尽くし、保存したほうがいいのか」「抜歯

して、インプラントがいいのか」と悩む場面も多い。 

本症例は、抜歯が適応であると考えられたが、患者が歯の保存を強く希望し抜歯の同意が得られ

なかったため、予後不良の可能性と治療後の治療介入を容易にする治療方針を説明したのちに、

歯の保存を行ったものである。 
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